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605 Fusarium 属 菌 の ニ コ チ ン 酸 耐 性 変 異 株 に よ る ス ク ア レ ン の 生 産

（熊 工 大 ・邸 徽 工 ） 小 川 隆 平 、○ 藤 井 薩 夫 、 幅 田 秀 雄 、

（日 本 石 油 ・申 研 ） 小 島 一郎

　 1 ．目 的 　我 々 は 前 報 に お い て 、 エ ル ゴ ス テ ロ
ー

ル 生 産 菌 Fusariu 虹 　sp ，　 No 、5 「128B

を 親 株 に し て 、 ス ク ア レ ン を 多 量 生 成 す る ニ コ チ ン 酸 （NA ） 醗 性 変 異 株 No ．5− 12　8
’
B−NA

2e1 株 を 取 得 し 、 こ の 株 の ス ク ア レ ン 生 成 の 生 理 学 的 諸 性 質 に っ い て 報 告 し た e 　本 報 告

で は ギ こ の 変 異 株 に S．る ス ク ア レ ン の 生 成 条 件 に つ い て 調 べ る こ ζを 目 的 と し た 。

　 2．　方 珠 　 F’usarium 　 sp ．　 No ．S，−128Bee （親 株 》と そ の ニ コ チ ン 酸 耐 性 変 異 株 隔 201 株 を

用 い 、 主 に YPG 培 地 で 、 25 ℃ 國 転 振 盪 培 養 し た 。 ス ク ア レ ン 、 エ ル ゴ ス テ ロ
ール の 定 蚤

に は 、 ク m ロ ホ ル ム 、 メ タ ノ
ール を 用 い て 菌 体 か ら 抽 出 畿 、ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ ィ

：
で

測 定 し た 。

．3．　 結 果 　  NA201 株 の 生 育 を な る べ く Batch 間 で 均 一 に 保 持 す る た め に
、 胞 子 魅濁

液 の 凍 糖 保 存 法 を 採 用 し た e   NA201 株 の ’
ス ク ア レ ン 生 産 に は 少 量 の 酵 母 エ キ ス の 添

加 が 有 効 で あ り 、 ス ク ァ レ ン 含 量 は 無 添 加 に 比 べ て 著 燈 増 大 し た 。   NA20 工株 に よ る

ス ク ァ レ ン 生 産 能 の 増 強 を は か る た め に 、生 育 促 進 の phase と ス ク ア レ ン 生 産 の phase に

分 け 、　そ れ ぞ れ の phase に お け る 培 養捲 条 件 を 最 週 化 す る こ と に よ っ て 、 　培 養 液 当 た

り ．323mg ／9の ス ク ア レ ン 生 屋 量 を 得 た 。

Ptoduction 　of 　Squalene 　by
二
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606 EPA 産生細菌Alteromonas幽 の 高密度培養

（ヤ クル ト中研）○早川和仁 、 織囲邦明 、 茂 岡由美 、 三 沢 　宏

（相模中研）矢沢
一

良 ．

1 ） 目的　
・エ イ コ サ ペ ン タエ ン酸 （EPA ） を生産す る海洋性好気性細菌 Alteromonas

putrefaeiens 類縁菌SCEC−2738は 、 ア ン モ ニ ア等の 代謝産物が蓄積するこ とに より増殖が

阻害 され る。 そ こで こ れ らの 代謝産物を濾過 膜で 除去する培養法を用 い て 、 8PA の 生産

性 の 向上 を検討した 。

2） 方法 　安価 な カ ツ オ エ キ ス 、 イ
ース トエ キ ス お よび食塩 1．5％ を基本培地 と し、20℃ 、

pH7 、　Oの条件で 通気撹拌 し 、 回分培養 、 流加 培養 、 濾過培養を行 ？ た 。 濾過に は 、中空 糸
型限外濾過 膜 （旭化成 PSP−103）を用い 、ア ン モ ニ ア の 蓄積 と共 に上 昇す るpH を感知 して 、

培養液の 濾過 と新鮮培地 の 供給が 自動的に行われ る ように設定 した 。 菌量 は乾燥菌体重量 、

RPA は ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー、ア ン モ ニ ア は ア ン モ ニ ア テ ス トワ コ ー
（和光純薬） 、

培養上澄中窒素は ケル ダール 法で測 定 した 。

3 ）結巣　菌体増 殖 は カ ツ オ エ キ ス とイース トエ キ ス の 濃度が そ れ ぞ れ 3％ で 良好 で あ り、

それ以 上 （ρ濃度 で 1ホ増殖 阻害 が腮 め られ た 。 こ の 培地で 回分お よび流加培養を行 k丶 培養

液中の ア ン モ ニ ア 濃度 が0．79／1以上 にな る と増殖阻害が顕著に な るこ と 、 また カ ツ オ ェ キ

ス に対 す るア ン モ ニ ア 収率 は 約0。05g／gで ある こ とがわ か っ た 。 この こ とか ら濾過 培養 時

の ス ター
トア ッ プ培地 お よび供給培地濃度は 1，，S％ が 適当で あ ると判断 した 。

こ れ らの 条
件で 濾過培養を行 っ た結果 、菌体濃度は60g／1、

　 EPA 濃度は 240朔g／1に 達 し、 EPA 生産

性は 回分培 養の 4、 2倍 の 2emg／1／hとな っ た 。 以上 、
　 EPA 生産菌の 培養 に おい て は 、 菌 の

増殖 を阻害 す る代謝産 物の 菩積 をpHの 変化で
1
とらえ るpH連動型濾過培餐法が有効で あ っ Vt　e
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